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1． 貿易収支は 3 ヵ月連続で改善 

財務省が 9月 24 日に公表した貿易統計によると、8月の貿易収支は 1,857 億円の黒字となり、ほ

ぼ事前の市場予想（ロイター事前予想：1,700 億円、当社予想は 3,673 億円）通りの結果となった。 

輸出入ともに引き続き大幅な減少となったが、輸入の減少幅（前年比▲41.3％）が輸出の減少幅

（前年比▲36.0％）を上回ったため、貿易収支は 3ヵ月連続で前年よりも改善した。季節調整済の

貿易収支は 2,354 億円と 5 ヵ月連続の黒字となり、黒字幅は前月の 2,221 億円から若干拡大した。 
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輸出の内訳を数量、価格に分けてみると、輸出数量が前年比▲25.3％（7月：同▲27.6％）、輸出

価格が前年比▲14.3％（7 月：同▲12.3％）であった。輸入の内訳は、輸入数量が前年比▲12.8％

（7月：同▲14.9％）、輸入価格が前年比▲32.7％（7月：同▲30.4％）であった。 
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輸出入ともに数量ベースでは減少幅が縮小したが、円高の進展などを背景に価格の落ち込み幅が

拡大したため、金額ベースの減少幅は輸出入ともに前月と大きく変わらなかった。 

 

2． 輸出入ともに下げ止まり 

輸出数量指数を季節調整値（当研究所による試算値）で見ると、4-6 月期の前期比 11.9％の後、

7 月が前月比 1.5％、8月が同 3.0％となった。7、8 月の平均は 4-6 月期よりも 7.8％高い水準とな

っている。一方、輸入数量指数（季節調整値）は 4-6 月期の前期比▲3.0％の後、7月が前月比 1.4％、

8 月が同 2.0％となった。7、8 月の平均は 4-6 月期よりも 3.8％高い水準となっている。内需不振

を背景に輸入数量は低下傾向を続けてきたが、国内生産の持ち直しなどを反映し、ここにきて下げ

止まりつつある。 

4-6 月期のＧＤＰ統計では、輸出が前期比 6.4％と 5四半期ぶりに増加、輸入が前期比▲5.1％と

2 四半期連続の減少となり、外需寄与度は前期比 1.6％と成長率を大きく押し上げた。7-9 月期は輸

出の増加が続く一方、輸入が増加に転じることから、外需は引き続きプラスとなるものの 4-6 月期

に比べれば成長率の押し上げ幅は縮小することが見込まれる。 

 

輸出数量指数を地域別に見ると、EU 向けは前年比▲39.1％（7 月:同▲36.4％）と減少幅が拡大

したが、米国向け（7 月：前年比▲34.7％→同▲29.3％）、アジア向け（7 月：前年比▲18.6％→8

月：同▲15.8％）は減少幅が縮小した。また、当研究所が試算している主要 3 地域以外のその他地

域（中東、ロシア等）向けの輸出数量は 2 ヵ月連続で前年比▲40％台のマイナスとなっており、回

復の兆しが見られない。 

季節調整値では、米国向けが前月比 2.1％（7月：同 4.3％）、EU 向けが同▲2.0％（7月：同 3.3％）、

アジア向けが同▲0.5％（7月：同 7.5％）となった。他地域に先駆けて回復の動きを続けてきたア

ジア向けは 7 ヵ月ぶりの減少となったが、回復が遅れていた米国向けがここにきて伸びを高めてい

る。 
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3． 米国向けの自動車輸出が持ち直し 

輸出の内訳を見ると、自動車は前年比▲50.0％となり、7月の同▲52.3％から減少幅が縮小した。

米国向け（7 月：前年比▲40.8％→8 月：同▲31.9％）の減少幅が大きく縮小したほか、中国向け



 
 
 
 
 
 

 
 
3｜               ｜経済･金融フラッシュ No.09-084｜Copyright ©2009 NLI Research Institute All rights reserved 

が前年比 0.5％と 10 ヵ月ぶりに増加に転じたことなどから、アジア向け（7月：前年比▲30.2％→

8 月：同▲23.5％）も減少幅が急速に縮小した。 

一方、EU 向け（7 月：前年比▲49.3％→8 月：同▲53.7％）は減少幅が拡大し、中東向け（7 月：

前年比▲64.6％→8 月：同▲65.9％）、

ロシア向け（7月：前年比▲92.1％→8

月：同▲88.4％）は依然大幅な減少が

続いている。 

米国向けの自動車輸出が持ち直しの

動きを見せた背景には、7/24 に開始さ

れた自動車買い替え支援策により米国

の自動車販売が急増している影響が考

えられる。ただし、米国の支援策はす

でに打ち切られているため、来月以降

も回復の動きが続くかどうかは不透明

である。 
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